
概
要
（
歴
史
）

日
本
大
学
は
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）

年
に
創
立
さ
れ
た
日
本
法
律
学
校
を
前
身

と
し
ま
す
。
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に

は「
日
本
大
学
」と
改
称
し
、１
９
２
０（
大

正
９
）
年
の
大
学
令
に
よ
り
大
学
と
な
り

ま
し
た
。

学
祖
で
あ
る
山や

ま

田だ

顕あ
き

義よ
し

（
１
８
４
４
〜

１
８
９
２
）
は
、
１
８
４
４
（
弘
化
元
）

年
に
現
在
の
山
口
県
萩
市
で
生
誕
し
、
吉

田
松
陰
の
松
下
村
塾
に
入
門
し
ま
し
た
。

西
南
戦
争
後
に
は
陸
軍
中
将
に
任
ぜ
ら

れ
、
１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
に
内
閣
制

度
が
発
足
し
て
、
初
代
の
司
法
大
臣
に
就

任
し
ま
し
た
。

心
理
学
科
は
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）

年
に
日
本
大
学
「
法
文
学
部
文
学
科
心

理
学
専
攻
」
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
、
新
制
大
学
の

発
足
に
と
も
な
い
「
文
学
部
心
理
学
科
」

に
発
展
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
の

修
士
課
程
に
加
え
て
博
士
課
程
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
５
８
（
昭
和
33
）

年
、
文
理
学
部
の
発
足
に
伴
い
、「
文
理

学
部
心
理
学
科
」
と
改
称
し
、
研
究
室
が

東
京
都
の
世
田
谷
区
桜
上
水
へ
移
転
し
ま

し
た
。
現
在
も
同
地
に
あ
り
、
校
舎
の
周

り
の
桜
が
本
当
に
見
事
で
す
。

日
本
大
学
文
理
学
部
心
理
学
科
の

創
設
者
は
、
渡
辺
徹
（
１
８
８
３
〜

１
９
５
７
）
で
す
。
東
京
帝
国
大
学
を

卒
業
後
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
か

ら
日
本
大
学
で
講
義
を
始
め
ま
し
た
。

１
９
２
０（
大
正
９
）年
に
教
授
と
な
り
、

前
述
の
よ
う
に
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年

に
、
私
学
で
は
最
初
（
東
京
大
学
、
京
都

大
学
、
東
北
大
学
に
次
い
で
日
本
で
は
４

番
目
）
の
心
理
学
専
攻
課
程
を
日
本
大
学

に
創
設
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
に
は
心
理

学
科
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
現
在
、

１
０
１
年
目
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、日
本
大
学
文
理
学
部
心
理
学
科
は
、

心
理
学
の
伝
統
校
で
す
。

文
学
研
究
科
心
理
学
専
攻

「
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
」

公
認
心
理
師
と
臨
床
心
理
士
（
第
一
種

指
定
校
）
の
両
方
の
養
成
校
で
す
。
定
員

は
修
士
課
程
で
10
名
で
す
。
日
本
大
学
と

聞
く
と
マ
ン
モ
ス
大
学
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
は

少
人
数
で
す
。
現
在
、専
任
教
員
７
名（
教

授
５
名
、
准
教
授
１
名
、
助
教
１
名
／
全

員
が
公
認
心
理
師
と
臨
床
心
理
士
の
有
資

格
者
）
と
多
く
の
非
常
勤
講
師
が
指
導
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー

臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
の
学
内
実
習
機
関

と
し
て
の
「
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
」
は
、

学
部
正
門
の
正
面
に
あ
る
百
周
年
記
念
館

の
中
に
あ
り
ま
す
。
面
接
室
５
、
プ
レ
イ

ル
ー
ム
２
、集
団
面
接
室
１
、待
合
室
１
、

研
修
員
室
１
、
事
務
室
１
が
あ
り
、
月
曜

日
〜
土
曜
日
ま
で
（
木
曜
日
を
除
く
）、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
開
設
し
て
い

ま
す
（
電
話
受
付
は
午
前
９
時
半
〜
午
後

４
時
半
）。
ス
タ
ッ
フ
は
、
18
名
の
公
認

心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
お
り
、
特
定
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
偏
ら
ず
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
く
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
駐
車
場
や
駐
輪
場
は
無
料
で
、
人
と

で
き
る
だ
け
接
触
し
た
く
な
い
来
談
者
の

た
め
の
動
線
も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス　

津
川
律
子

日
本
大
学

心

理

臨

床

家

養

成

の
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間
の
べ
１
５
０
０
名
程
の
来
談
者
が
あ

り
、
近
隣
の
区
だ
け
で
な
く
各
地
か
ら
来

談
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
桜
っ
子
カ
フ
ェ
と
い
う
、
０
歳

〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
達
を
も
つ
親
御
さ
ん

向
け
の
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
も
行
っ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
達
と
年
間
を
通

し
て
過
ご
す
こ
と
は
大
学
院
生
に
と
っ
て

意
味
あ
る
こ
と
で
す
。

学
内
・
学
外
実
習

臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
の
大
学
院
生
は
、

修
士
１
年
次
の
夏
休
み
か
ら
心
理
臨
床
セ

ン
タ
ー
で
実
習
を
開
始
し
（
学
内
実
習
）、

こ
の
学
内
実
習
は
修
士
課
程
が
修
了
す
る

ま
で
続
き
ま
す
。
修
了
後
も
続
け
て
ケ
ー

ス
を
受
け
持
ち
、
セ
ン
タ
ー
内
で
、
無
料

で
指
導
が
受
け
ら
れ
る
研
修
生
制
度
が
あ

り
、
実
際
に
修
了
生
が
通
っ
て
い
ま
す
。

学
外
実
習
先
は
、
日
本
大
学
は
医
学
部
を

有
し
ま
す
の
で
、
精
神
神
経
科
、
心
療
内

科
、
小
児
科
の
ほ
か
、
他
大
学
病
院
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科
、
単
科
精
神
科
病
院
と

い
っ
た
医
療
領
域
の
学
外
実
習
を
修
士
２

年
生
の
１
年
間
を
通
し
て
行
い
ま
す
。
医

療
領
域
と
は
別
に
、
文
理
学
部
が
世
田
谷

区
と
地
域
連
携
を
し
て
い
る
関
係
で
、
世

田
谷
区
内
の
公
立
小
・
中
学
校
に
半
年
、

学
外
実
習
に
出
ら
れ
ま
す
（
教
育
領
域
）。

ま
た
、
産
業
領
域
、
矯
正
領
域
、
福
祉
領

域
の
見
学
実
習
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
の
特
徴

ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
技
法
を
駆

使
す
る
と
し
て
も
、
基
礎
体
力
に
あ
た
る

臨
床
実
践
の
実
力
が
な
け
れ
ば
絵
に
描
い

た
餅
に
な
り
ま
す
。
本
学
で
は
、修
了
後
、

ど
の
領
域
で
働
い
た
と
し
て
も
臨
床
家
と

し
て
や
っ
て
い
け
る
基
礎
を
培
う
こ
と
に

主
眼
を
お
い
て
い
ま
す
。
公
認
心
理
師
も

臨
床
心
理
士
も
合
格
率
は
全
国
平
均
を
は

る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
に
あ
る
大
学
と
い
う
と
都

心
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、桜
上
水
と
い
う
落
ち
着
い
た
土
地
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
１
つ
の
施
設
と
し

て
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
は
機
能
し
て
い
ま

す
。
そ
の
証
拠
に
、
近
隣
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
科
か
ら
の
ご
紹
介
に
留
ま
ら
ず
、
近

隣
の
身
体
科
（
内
科
等
）
か
ら
の
ご
紹
介

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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